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川
越
市
役
所
本
庁
舎
耐
震

化
工
事
に
「
制
震
工
法
」
を

採
用
し
た
理
由
に
つ
い
て
お

伺
い
し
た
い
。

　
昨
年
策
定
し
た
本
庁
舎
耐

震
化
基
本
計
画
に
お
い
て
、

庁
舎
を
使
い
な
が
ら
耐
震
化

す
る
こ
と
を
前
提
に
工
法
を

選
定
し
、
さ
ら
に
実
施
設
計

で
機
能
面
、
コ
ス
ト
面
な
ど

　
市
民
聖
苑
前
に
建
設
さ
れ

る
新
斎
場
と
の
葬
家
な
ど
の

移
動
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

方
法
で
行
う
の
か
。

　
儀
式
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
行

さ
せ
る
た
め
、
柩
は
霊
柩
車

で
、
葬
家
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

の
移
動
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
市
民
聖
苑
か
ら
新
斎

場
へ
、
新
斎
場
か
ら
市
民
聖

苑
へ
の
利
用
者
等
が
市
道
を

横
断
す
る
場
合
の
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
、
横
断
歩
道

及
び
信
号
の
設
置
を
警
察
と

　
技
能
労
働
者
へ
の
適
切
な

賃
金
水
準
の
確
保
に
関
す
る

国
の
通
知
を
受
け
、
工
事
の

積
算
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し

た
の
か
。

　
国
よ
り
「
技
能
労
働
者
へ

の
適
切
な
賃
金
水
準
の
確
保

に
つ
い
て
」
（
平
成
25
年
３

月
29
日
付
）
の
通
知
を
受
け
、

本
市
に
お
い
て
も
早
期
対
応

を
図
る
た
め
、
「
小
中
学
校

大
規
模
改
造
工
事
」
の
積
算

に
新
労
務
単
価
を
採
用
し
た
。

　
公
共
工
事
の
労
務
単
価
引

き
上
げ
に
対
す
る
予
算
措
置

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
各
課
に
通
知
の
上
、
予
算

が
不
足
し
、
発
注
時
期
に
支

障
が
生
じ
る
も
の
に
つ
い
て
、

補
正
予
算
を
編
成
し
た
。

　
今
後
も
工
事
請
負
費
の
ほ

と
ん
ど
で
労
務
単
価
引
き
上

げ
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
た

め
、
入
札
差
金
の
活
用
等
の

現
計
予
算
対
応
や
予
算
補
正

に
よ
り
、
発
注
に
支
障
が
な

い
よ
う
に
努
め
る
。

　
市
長
は
給
与
減
額
理
由
に

国
家
公
務
員
に
準
じ
た
給
与

削
減
の
国
の
要
請
も
あ
げ
ら

れ
た
が
交
付
税
削
減
と
い
う

手
段
に
よ
る
要
請
も
行
わ
れ

た
。
地
方
自
治
否
定
に
つ
な

が
る
市
長
見
解
を
問
う
。

　
地
方
公
務
員
の
給
与
は
国

や
県
、
民
間
事
業
者
の
給
与

等
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
議

会
や
住
民
の
意
思
に
基
づ
き

地
方
が
自
主
的
に
決
定
す
る

も
の
で
あ
る
。
交
付
税
を
国

の
政
策
目
的
を
達
成
す
る
た

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
放
送
】

　
川
越
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
今
定
例
会
の
会
議
録
】

　
図
書
館
等
で
は
８
月
下
旬
頃
〜

　
議
会
Ｈ
Ｐ
で
は
９
月
上
旬
頃
〜

　
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

　
図
書
館
／
出
張
所
／
議
会
事
務
局

　
情
報
公
開
窓
口
（
東
庁
舎
）

会議録の
閲覧等

り
マ
イ
ナ
ス
４
億
３
７
２
０

万
円
。
我
々
も
含
め
、
市
職

員
全
体
の
削
減
も
視
野
に
入

れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

長
の
考
え
は
？

　
市
民
の
皆
様
に
も
様
々
な

形
で
財
政
負
担
を
お
願
い
し

て
い
る
こ
と
や
、
基
準
財
政

需
要
額
の
減
額
が
本
市
財
政

へ
与
え
る
影
響
も
考
慮
す
る

と
、
特
別
職
の
給
与
削
減
以

外
に
、
国
の
要
請
に
従
っ
て

職
員
給
与
の
削
減
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。

答

　
本
議
案
に
よ
る
給
与
の
総

削
減
額
は
い
く
ら
に
な
る
？

　
給
与
と
共
済
費
を
合
計
す

る
と
約
６
８
０
万
円
で
あ
る
。

　
国
か
ら
の
給
与
削
減
要
請

に
よ
る
本
市
の
基
準
財
政
需

要
額
へ
の
影
響
額
は
？

　
国
や
県
の
資
料
に
よ
る
と
、

影
響
額
は
約
４
億
４
４
０
０

万
円
減
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

　
２
月
定
例
会
で
は
地
方
交

付
税
の
減
額
分
を
市
民
税
の

増
税
で
埋
め
る
。
今
回
は
地

方
公
務
員
の
給
与
削
減
が
あ

問答問問 答

め
の
手
段
と
し
て
用
い
る
こ

と
は
、
地
方
の
固
有
財
源
と

い
う
性
格
を
否
定
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、

地
方
自
治
の
根
幹
に
係
る
問

題
を
含
ん
で
お
り
、
大
変
遺

憾
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
上
下
水
道
事
業
管
理
者
、

教
育
長
の
給
与
減
額
を
審
議

す
る
場
が
な
い
。
今
後
ど
う

検
討
す
る
の
か
。

　
審
議
の
場
の
設
置
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答

議
案
第
34
号

市
長
等
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例

【
み
ん
な
の
党
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
36
号

文
化
芸
術
振
興
・
市
民
活
動
拠
点
施
設
条
例

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
37
号

被
保
護
者
等
住
居
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
の
業
務
適
正
化
条
例

【
み
ん
な
の
党
】【
無
所
属
】【
日
本
共
産
党
】

本
会
議
に
お
け
る

主
な
議
案
質
疑

【
質
疑
を
し
た
会
派
名
】

今
定
例
会
で
は
延
べ
10
名
の
議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

を
精
査
し
て
、
主
と
し
て
制

震
工
法
を
採
用
し
た
。

　
平
成
24
年
度
の
国
の
補
正

予
算
で
創
出
さ
れ
た
「
地
域

の
元
気
臨
時
交
付
金
」
は
、

川
越
市
補
正
予
算
へ
の
計
上

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
５
月
27
日
に
交
付
限
度
額

と
し
て
約
８
億
６
千
万
円
が

国
か
ら
示
さ
れ
た
。
今
後
、

国
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ

き
、
交
付
金
の
交
付
手
続
の

進
捗
に
合
わ
せ
て
適
切
な
時

期
に
補
正
予
算
を
編
成
す
る
。

　
今
定
例
会
最
終
日
に
、
次

の
よ
う
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

反
　
　
対

【
み
ん
な
の
党
】

　
本
議
案
は
市
長
ら
６
名
の

給
料
を
９
ヶ
月
間
削
減
す
る

と
い
う
条
例
で
あ
り
、
そ
の

削
減
総
額
は
約
６
８
０
万
円
。

　
し
か
し
本
議
案
の
上
程
理

由
に
は
政
府
の
地
方
公
務
員

給
料
削
減
要
請
も
考
慮
さ
れ

て
お
り
、
要
請
に
よ
る
本
市

へ
の
基
準
財
政
需
要
額
の
影

響
は
約
４
億
４
４
０
０
万
円
。

　
こ
の
不
足
分
を
補
て
ん
す

る
に
は
広
く
公
務
員
給
料
を

削
減
す
べ
き
で
あ
り
、
６
名

の
削
減
だ
け
で
は
本
市
財
政

に
大
き
な
穴
が
生
じ
る
。
よ

っ
て
本
議
案
に
反
対
す
る
。

　
今
後
５
年
間
を
み
た
時
に

想
定
さ
れ
る
教
室
数
不
足
は
、

今
回
の
大
規
模
工
事
に
よ
り

解
決
に
至
る
の
か
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
５
年
間

の
普
通
学
級
数
を
見
る
と
29

学
級
、
28
学
級
、
28
学
級
、

30
学
級
、
30
学
級
と
な
る
。

今
回
の
大
規
模
改
造
工
事
で
、

３
階
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
を

２
階
ス
タ
ジ
オ
へ
移
転
し
普

通
教
室
に
改
造
す
る
と
、
普

通
教
室
数
は
29
教
室
と
な
る

が
、
不
足
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
の
で
、
学
校
運
営
に

支
障
を
来
た
す
こ
と
の
無
い

よ
う
多
角
的
に
検
討
を
行
っ

て
い
る
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
箇
所

の
工
事
に
つ
い
て
、
職
人
の

方
も
含
め
安
全
性
の
確
保
は
。

　
今
回
の
工
事
で
、
便
所
内

の
天
井
に
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

成
型
板
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、

適
切
な
処
理
方
法
に
よ
り
撤

去
処
分
を
行
う
。

議
案
第
44
号

南
古
谷
小
学
校
大
規
模
改
造
工
事
請
負
契
約

【
日
本
共
産
党
】【
民
主
党
】

議
案
第
47
号

仮
称
新
斎
場
建
設
事
業
用
地
の
取
得

討

論

議
案
第
34
号

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
48
号

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
公
明
党
】

　
契
約
に
定
め
て
は
な
ら
な

い
事
項
を
規
定
し
て
い
る
が

ど
の
よ
う
な
意
図
か
。

　
事
業
者
が
長
期
間
に
渡
っ

て
被
保
護
者
等
を
囲
い
込
む

こ
と
が
な
い
よ
う
、
ま
た
、

被
保
護
者
等
が
自
ら
の
意
思

に
よ
り
契
約
を
自
由
に
解
除

で
き
る
こ
と
や
被
保
護
者
等

が
解
約
し
た
際
に
違
約
金
を

支
払
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
設
け
た
も
の
で

あ
る
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
や

生
活
環
境
へ
の
配
慮
は
ど
の

よ
う
に
担
保
さ
れ
る
の
か
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ

れ
て
い
な
い
状
況
や
生
活
環

境
へ
の
配
慮
が
欠
け
て
い
る

と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
事

業
者
の
協
力
を
得
て
、
改
善

す
る
よ
う
働
き
か
け
て
ま
い

り
た
い
。

　
条
例
を
設
置
す
る
こ
と
は
、

事
業
を
進
め
る
中
で
ど
の
よ

う
な
目
的
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　
条
例
は
市
の
各
種
施
設
の

う
ち
、
ホ
ー
ル
な
ど
公
の
施

設
の
設
置
、
使
用
料
、
指
定

管
理
者
に
関
す
る
事
項
等
を

定
め
る
も
の
で
、
指
定
管
理

者
の
指
定
手
続
き
等
は
公
布

の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
に

よ
り
、
候
補
者
選
定
の
事
務

を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
指
定
管
理
者
が
蓄
積
し
た

ノ
ウ
ハ
ウ
の
引
き
継
ぎ
が
大

事
だ
と
考
え
る
が
、
市
は
ホ

ー
ル
の
長
期
的
な
管
理
運
営

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

　
指
定
管
理
者
に
は
円
滑
な

業
務
の
引
き
継
ぎ
や
情
報
提

供
を
求
め
ま
す
。
ホ
ー
ル
の

運
営
に
つ
い
て
は
、
市
の
文

化
芸
術
の
中
心
施
設
と
し
て
、

市
の
施
策
を
踏
ま
え
、
市
民

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
事
業
実

施
や
、
市
民
の
文
化
活
動
な

ど
に
効
果
的
な
活
用
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

　
本
市
内
の
被
保
護
世
帯
数

（
過
去
５
年
分
）
は
？

　
平
成
19
年
度
は
２
０
１
０

世
帯
、
平
成
20
年
度
は
２
２

１
４
世
帯
、
平
成
21
年
度
は

２
６
０
０
世
帯
、
平
成
22
年

度
は
２
８
４
６
世
帯
、
平
成

23
年
度
は
２
９
８
２
世
帯
で

あ
る
。

　
こ
の
５
年
で
生
活
保
護
の

受
給
世
帯
は
約
１
・
５
倍
に

増
え
て
い
る
。
更
生
施
設
な

ど
に
よ
る
策
の
必
要
性
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
？

　
生
活
保
護
受
給
者
の
自
立

助
長
の
観
点
か
ら
有
用
な
施

設
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
と
生

活
保
護
は
関
係
が
深
い
。
小

野
市
で
制
定
さ
れ
た
ギ
ャ
ン

ブ
ル
に
よ
る
浪
費
の
防
止
条

例
が
必
要
と
考
え
る
。
本
市

は
生
活
保
護
と
依
存
症
の
関

係
を
ど
う
捉
え
て
い
る
？

　
一
定
の
因
果
関
係
が
あ
り
、

生
活
困
窮
の
一
因
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
金
銭
管
理
を
事
業
者
に
認

め
る
こ
と
で
、
貧
困
ビ
ジ
ネ

ス
を
認
め
る
こ
と
に
な
ら
な

い
か
。

　
認
知
症
等
に
よ
り
金
銭
管

理
能
力
が
な
い
場
合
に
は
、

成
年
後
見
制
度
等
を
利
用
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
同
制
度

が
利
用
で
き
ず
、
事
業
者
が

利
用
者
の
金
銭
を
管
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
生

じ
る
と
き
が
あ
る
。
現
在
市

で
は
無
料
低
額
宿
泊
所
の
運

営
等
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
お
い
て
、
一
定
の
条
件
を

付
し
て
認
め
て
い
る
。
今
後

さ
ら
に
内
容
に
つ
い
て
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
本
条
例
案
で
十
分
な
規
制

が
行
え
な
い
場
合
の
考
え
は
。

　
今
後
の
社
会
情
勢
の
変
化

等
に
よ
り
、
十
分
な
規
制
が

行
え
な
い
状
況
が
生
じ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
社
会

福
祉
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

条
例
に
よ
る
規
制
が
可
能
か

検
討
を
行
い
つ
つ
、
県
等
と

も
連
携
し
て
対
応
し
た
い
。

問問 答問答

答

問答問答問答

問問 答答

協
議
し
て
い
る
。

　
新
斎
場
の
建
物
の
基
本
設

計
の
概
略
内
容
を
問
う
。

　
建
物
の
構
造
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
、
一
部
鉄
骨
造
、

地
上
２
階
建
で
、
建
築
面
積

は
６
４
４
９
㎡
、
延
床
面
積

は
７
２
８
０
㎡
で
あ
る
。

　
建
物
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、

周
囲
か
ら
の
景
観
、
移
動
動

線
等
を
考
慮
し
平
屋
を
基
本

と
し
て
い
る
。
な
お
、
今
年

度
の
実
施
設
計
で
若
干
の
変

更
が
あ
る
。

答 問問 答

答答 問問

問答問答

問問 答答

答 問問答



 平成25年７月25日発行（5） 議　会　だ　よ　り 平成25年７月25日発行 （4）議　会　だ　よ　り

　
川
越
市
役
所
本
庁
舎
耐
震

化
工
事
に
「
制
震
工
法
」
を

採
用
し
た
理
由
に
つ
い
て
お

伺
い
し
た
い
。

　
昨
年
策
定
し
た
本
庁
舎
耐

震
化
基
本
計
画
に
お
い
て
、

庁
舎
を
使
い
な
が
ら
耐
震
化

す
る
こ
と
を
前
提
に
工
法
を

選
定
し
、
さ
ら
に
実
施
設
計

で
機
能
面
、
コ
ス
ト
面
な
ど

　
市
民
聖
苑
前
に
建
設
さ
れ

る
新
斎
場
と
の
葬
家
な
ど
の

移
動
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

方
法
で
行
う
の
か
。

　
儀
式
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
行

さ
せ
る
た
め
、
柩
は
霊
柩
車

で
、
葬
家
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

の
移
動
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
市
民
聖
苑
か
ら
新
斎

場
へ
、
新
斎
場
か
ら
市
民
聖

苑
へ
の
利
用
者
等
が
市
道
を

横
断
す
る
場
合
の
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
、
横
断
歩
道

及
び
信
号
の
設
置
を
警
察
と

　
技
能
労
働
者
へ
の
適
切
な

賃
金
水
準
の
確
保
に
関
す
る

国
の
通
知
を
受
け
、
工
事
の

積
算
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し

た
の
か
。

　
国
よ
り
「
技
能
労
働
者
へ

の
適
切
な
賃
金
水
準
の
確
保

に
つ
い
て
」
（
平
成
25
年
３

月
29
日
付
）
の
通
知
を
受
け
、

本
市
に
お
い
て
も
早
期
対
応

を
図
る
た
め
、
「
小
中
学
校

大
規
模
改
造
工
事
」
の
積
算

に
新
労
務
単
価
を
採
用
し
た
。

　
公
共
工
事
の
労
務
単
価
引

き
上
げ
に
対
す
る
予
算
措
置

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
各
課
に
通
知
の
上
、
予
算

が
不
足
し
、
発
注
時
期
に
支

障
が
生
じ
る
も
の
に
つ
い
て
、

補
正
予
算
を
編
成
し
た
。

　
今
後
も
工
事
請
負
費
の
ほ

と
ん
ど
で
労
務
単
価
引
き
上

げ
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
た

め
、
入
札
差
金
の
活
用
等
の

現
計
予
算
対
応
や
予
算
補
正

に
よ
り
、
発
注
に
支
障
が
な

い
よ
う
に
努
め
る
。

　
市
長
は
給
与
減
額
理
由
に

国
家
公
務
員
に
準
じ
た
給
与

削
減
の
国
の
要
請
も
あ
げ
ら

れ
た
が
交
付
税
削
減
と
い
う

手
段
に
よ
る
要
請
も
行
わ
れ

た
。
地
方
自
治
否
定
に
つ
な

が
る
市
長
見
解
を
問
う
。

　
地
方
公
務
員
の
給
与
は
国

や
県
、
民
間
事
業
者
の
給
与

等
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
議

会
や
住
民
の
意
思
に
基
づ
き

地
方
が
自
主
的
に
決
定
す
る

も
の
で
あ
る
。
交
付
税
を
国

の
政
策
目
的
を
達
成
す
る
た

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
放
送
】

　
川
越
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
今
定
例
会
の
会
議
録
】

　
図
書
館
等
で
は
８
月
下
旬
頃
〜

　
議
会
Ｈ
Ｐ
で
は
９
月
上
旬
頃
〜

　
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

　
図
書
館
／
出
張
所
／
議
会
事
務
局

　
情
報
公
開
窓
口
（
東
庁
舎
）

会議録の
閲覧等

り
マ
イ
ナ
ス
４
億
３
７
２
０

万
円
。
我
々
も
含
め
、
市
職

員
全
体
の
削
減
も
視
野
に
入

れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

長
の
考
え
は
？

　
市
民
の
皆
様
に
も
様
々
な

形
で
財
政
負
担
を
お
願
い
し

て
い
る
こ
と
や
、
基
準
財
政

需
要
額
の
減
額
が
本
市
財
政

へ
与
え
る
影
響
も
考
慮
す
る

と
、
特
別
職
の
給
与
削
減
以

外
に
、
国
の
要
請
に
従
っ
て

職
員
給
与
の
削
減
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。

答

　
本
議
案
に
よ
る
給
与
の
総

削
減
額
は
い
く
ら
に
な
る
？

　
給
与
と
共
済
費
を
合
計
す

る
と
約
６
８
０
万
円
で
あ
る
。

　
国
か
ら
の
給
与
削
減
要
請

に
よ
る
本
市
の
基
準
財
政
需

要
額
へ
の
影
響
額
は
？

　
国
や
県
の
資
料
に
よ
る
と
、

影
響
額
は
約
４
億
４
４
０
０

万
円
減
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

　
２
月
定
例
会
で
は
地
方
交

付
税
の
減
額
分
を
市
民
税
の

増
税
で
埋
め
る
。
今
回
は
地

方
公
務
員
の
給
与
削
減
が
あ

問答問問 答

め
の
手
段
と
し
て
用
い
る
こ

と
は
、
地
方
の
固
有
財
源
と

い
う
性
格
を
否
定
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、

地
方
自
治
の
根
幹
に
係
る
問

題
を
含
ん
で
お
り
、
大
変
遺

憾
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
上
下
水
道
事
業
管
理
者
、

教
育
長
の
給
与
減
額
を
審
議

す
る
場
が
な
い
。
今
後
ど
う

検
討
す
る
の
か
。

　
審
議
の
場
の
設
置
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答

議
案
第
34
号

市
長
等
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例

【
み
ん
な
の
党
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
36
号

文
化
芸
術
振
興
・
市
民
活
動
拠
点
施
設
条
例

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
37
号

被
保
護
者
等
住
居
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
の
業
務
適
正
化
条
例

【
み
ん
な
の
党
】【
無
所
属
】【
日
本
共
産
党
】

本
会
議
に
お
け
る

主
な
議
案
質
疑

【
質
疑
を
し
た
会
派
名
】

今
定
例
会
で
は
延
べ
10
名
の
議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

を
精
査
し
て
、
主
と
し
て
制

震
工
法
を
採
用
し
た
。

　
平
成
24
年
度
の
国
の
補
正

予
算
で
創
出
さ
れ
た
「
地
域

の
元
気
臨
時
交
付
金
」
は
、

川
越
市
補
正
予
算
へ
の
計
上

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
５
月
27
日
に
交
付
限
度
額

と
し
て
約
８
億
６
千
万
円
が

国
か
ら
示
さ
れ
た
。
今
後
、

国
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ

き
、
交
付
金
の
交
付
手
続
の

進
捗
に
合
わ
せ
て
適
切
な
時

期
に
補
正
予
算
を
編
成
す
る
。

　
今
定
例
会
最
終
日
に
、
次

の
よ
う
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

反
　
　
対

【
み
ん
な
の
党
】

　
本
議
案
は
市
長
ら
６
名
の

給
料
を
９
ヶ
月
間
削
減
す
る

と
い
う
条
例
で
あ
り
、
そ
の

削
減
総
額
は
約
６
８
０
万
円
。

　
し
か
し
本
議
案
の
上
程
理

由
に
は
政
府
の
地
方
公
務
員

給
料
削
減
要
請
も
考
慮
さ
れ

て
お
り
、
要
請
に
よ
る
本
市

へ
の
基
準
財
政
需
要
額
の
影

響
は
約
４
億
４
４
０
０
万
円
。

　
こ
の
不
足
分
を
補
て
ん
す

る
に
は
広
く
公
務
員
給
料
を

削
減
す
べ
き
で
あ
り
、
６
名

の
削
減
だ
け
で
は
本
市
財
政

に
大
き
な
穴
が
生
じ
る
。
よ

っ
て
本
議
案
に
反
対
す
る
。

　
今
後
５
年
間
を
み
た
時
に

想
定
さ
れ
る
教
室
数
不
足
は
、

今
回
の
大
規
模
工
事
に
よ
り

解
決
に
至
る
の
か
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
５
年
間

の
普
通
学
級
数
を
見
る
と
29

学
級
、
28
学
級
、
28
学
級
、

30
学
級
、
30
学
級
と
な
る
。

今
回
の
大
規
模
改
造
工
事
で
、

３
階
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
を

２
階
ス
タ
ジ
オ
へ
移
転
し
普

通
教
室
に
改
造
す
る
と
、
普

通
教
室
数
は
29
教
室
と
な
る

が
、
不
足
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
の
で
、
学
校
運
営
に

支
障
を
来
た
す
こ
と
の
無
い

よ
う
多
角
的
に
検
討
を
行
っ

て
い
る
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
箇
所

の
工
事
に
つ
い
て
、
職
人
の

方
も
含
め
安
全
性
の
確
保
は
。

　
今
回
の
工
事
で
、
便
所
内

の
天
井
に
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

成
型
板
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、

適
切
な
処
理
方
法
に
よ
り
撤

去
処
分
を
行
う
。

議
案
第
44
号

南
古
谷
小
学
校
大
規
模
改
造
工
事
請
負
契
約

【
日
本
共
産
党
】【
民
主
党
】

議
案
第
47
号

仮
称
新
斎
場
建
設
事
業
用
地
の
取
得

討

論

議
案
第
34
号

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
48
号

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
公
明
党
】

　
契
約
に
定
め
て
は
な
ら
な

い
事
項
を
規
定
し
て
い
る
が

ど
の
よ
う
な
意
図
か
。

　
事
業
者
が
長
期
間
に
渡
っ

て
被
保
護
者
等
を
囲
い
込
む

こ
と
が
な
い
よ
う
、
ま
た
、

被
保
護
者
等
が
自
ら
の
意
思

に
よ
り
契
約
を
自
由
に
解
除

で
き
る
こ
と
や
被
保
護
者
等

が
解
約
し
た
際
に
違
約
金
を

支
払
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
設
け
た
も
の
で

あ
る
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
や

生
活
環
境
へ
の
配
慮
は
ど
の

よ
う
に
担
保
さ
れ
る
の
か
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ

れ
て
い
な
い
状
況
や
生
活
環

境
へ
の
配
慮
が
欠
け
て
い
る

と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
事

業
者
の
協
力
を
得
て
、
改
善

す
る
よ
う
働
き
か
け
て
ま
い

り
た
い
。

　
条
例
を
設
置
す
る
こ
と
は
、

事
業
を
進
め
る
中
で
ど
の
よ

う
な
目
的
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　
条
例
は
市
の
各
種
施
設
の

う
ち
、
ホ
ー
ル
な
ど
公
の
施

設
の
設
置
、
使
用
料
、
指
定

管
理
者
に
関
す
る
事
項
等
を

定
め
る
も
の
で
、
指
定
管
理

者
の
指
定
手
続
き
等
は
公
布

の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
に

よ
り
、
候
補
者
選
定
の
事
務

を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
指
定
管
理
者
が
蓄
積
し
た

ノ
ウ
ハ
ウ
の
引
き
継
ぎ
が
大

事
だ
と
考
え
る
が
、
市
は
ホ

ー
ル
の
長
期
的
な
管
理
運
営

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

　
指
定
管
理
者
に
は
円
滑
な

業
務
の
引
き
継
ぎ
や
情
報
提

供
を
求
め
ま
す
。
ホ
ー
ル
の

運
営
に
つ
い
て
は
、
市
の
文

化
芸
術
の
中
心
施
設
と
し
て
、

市
の
施
策
を
踏
ま
え
、
市
民

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
事
業
実

施
や
、
市
民
の
文
化
活
動
な

ど
に
効
果
的
な
活
用
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

　
本
市
内
の
被
保
護
世
帯
数

（
過
去
５
年
分
）
は
？

　
平
成
19
年
度
は
２
０
１
０

世
帯
、
平
成
20
年
度
は
２
２

１
４
世
帯
、
平
成
21
年
度
は

２
６
０
０
世
帯
、
平
成
22
年

度
は
２
８
４
６
世
帯
、
平
成

23
年
度
は
２
９
８
２
世
帯
で

あ
る
。

　
こ
の
５
年
で
生
活
保
護
の

受
給
世
帯
は
約
１
・
５
倍
に

増
え
て
い
る
。
更
生
施
設
な

ど
に
よ
る
策
の
必
要
性
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
？

　
生
活
保
護
受
給
者
の
自
立

助
長
の
観
点
か
ら
有
用
な
施

設
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
と
生

活
保
護
は
関
係
が
深
い
。
小

野
市
で
制
定
さ
れ
た
ギ
ャ
ン

ブ
ル
に
よ
る
浪
費
の
防
止
条

例
が
必
要
と
考
え
る
。
本
市

は
生
活
保
護
と
依
存
症
の
関

係
を
ど
う
捉
え
て
い
る
？

　
一
定
の
因
果
関
係
が
あ
り
、

生
活
困
窮
の
一
因
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
金
銭
管
理
を
事
業
者
に
認

め
る
こ
と
で
、
貧
困
ビ
ジ
ネ

ス
を
認
め
る
こ
と
に
な
ら
な

い
か
。

　
認
知
症
等
に
よ
り
金
銭
管

理
能
力
が
な
い
場
合
に
は
、

成
年
後
見
制
度
等
を
利
用
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
同
制
度

が
利
用
で
き
ず
、
事
業
者
が

利
用
者
の
金
銭
を
管
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
生

じ
る
と
き
が
あ
る
。
現
在
市

で
は
無
料
低
額
宿
泊
所
の
運

営
等
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
お
い
て
、
一
定
の
条
件
を

付
し
て
認
め
て
い
る
。
今
後

さ
ら
に
内
容
に
つ
い
て
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
本
条
例
案
で
十
分
な
規
制

が
行
え
な
い
場
合
の
考
え
は
。

　
今
後
の
社
会
情
勢
の
変
化

等
に
よ
り
、
十
分
な
規
制
が

行
え
な
い
状
況
が
生
じ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
社
会

福
祉
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

条
例
に
よ
る
規
制
が
可
能
か

検
討
を
行
い
つ
つ
、
県
等
と

も
連
携
し
て
対
応
し
た
い
。

問問 答問答

答

問答問答問答

問問 答答

協
議
し
て
い
る
。

　
新
斎
場
の
建
物
の
基
本
設

計
の
概
略
内
容
を
問
う
。

　
建
物
の
構
造
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
、
一
部
鉄
骨
造
、

地
上
２
階
建
で
、
建
築
面
積

は
６
４
４
９
㎡
、
延
床
面
積

は
７
２
８
０
㎡
で
あ
る
。

　
建
物
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、

周
囲
か
ら
の
景
観
、
移
動
動

線
等
を
考
慮
し
平
屋
を
基
本

と
し
て
い
る
。
な
お
、
今
年

度
の
実
施
設
計
で
若
干
の
変

更
が
あ
る
。

答 問問 答

答答 問問

問答問答

問問 答答

答 問問答


